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特集　平成28年度普通会計の決算報告

人吉市の財政事情

第64回  人吉球磨総合美展
平成29年度  人吉市金婚夫婦表彰

お
く
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フ
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の
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１位 熊本県（人吉市）91 点
２位 岡山県（美

みさきちょう

咲町）90 点
３位 山形県（戸沢村）83. ５点
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人吉市の出場選手
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青井阿蘇神社の例大祭
「おくんち祭」の神幸式
に向かうみこし少女の
２人。真夏のような暑
い日に行われた神幸式
などのにぎわいを見せ
た祭りの様子は４・５
㌻をご覧ください。
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おくんち祭フォトリポート

06

－

09

特集　平成28年度普通会計の決算報告
人吉市の財政事情をお知らせします
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－

11
話題をおって

12

－

13
平成29年度 金婚夫婦表彰
第64回 人吉球磨総合美展

14 第71回 犬童球渓顕彰音楽祭
検診車での市民健診を実施します

15 保育所・認定こども園入所申込受付
11月は児童虐待防止推進月間

16

－

20
情報ひろば

21 平成29年度 水生生物調査結果報告

22 はい、こちら消費生活センターです

23
COOL CHOICE
ようこそとしょかんへ！

24
日本遺産を訪ねて
保健センター子育て通信

25
ひとよしのおごちそう
市長日記

26
わが家の愛

アイ

ドル
人吉市地域おこし協力隊です
編集後記

27 みなさんからのおたより

28
Hitoyoshi information ／ 第68回 ひ と
よし産業祭

人吉市女性消防隊が全国の頂点に
　

８
月
の
県
大
会
で
優
勝
し
、
９
月
30
日
に

秋
田
県
秋
田
市
で
開
催
さ
れ
た
第
23
回
全
国

女
性
消
防
操
法
大
会
で
、
多た

き

た
喜
田 

友ゆ

か香
隊

長
率
い
る
人
吉
市
女
性
消
防
隊
が
初
優
勝
し

全
国
の
頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
都
道
府
県
の
代
表
47
チ
ー
ム
が

出
場
。
朝
か
ら
時
折
激
し
く
降
る
雨
の
な
か

選
手
た
ち
は
競
技
に
臨
み
ま
し
た
。
人
吉
市

の
出
番
直
前
に
雷
雨
の
た
め
競
技
が
一
時
中

断
。
雨
が
上
が
っ
た
後
に
競
技
が
ス
タ
ー
ト

し
、
人
吉
市
の
タ
イ
ム
は
52
秒
８
で
し
た
。

目
標
の
数
字
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

規
律
を
含
む
総
合
得
点
で
91
点
の
高
記
録
を

出
し
見
事
優
勝
。
個
人
で
も
、
指
揮
者
の

松ま
つ
と
り
や
す
よ

鳥
泰
代
さ
ん
、１
番
員
の
早
田
真ま

こ子
さ
ん
、

２
番
員
の
小
田
薫か

お
る
こ子
さ
ん
が
優
秀
選
手
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
を
信
じ
練
習
を
積
み
重
ね
て
、
日

本
一
の
栄
冠
を
勝
ち
取
っ
た
人
吉
市
女
性
消
防

隊
。
優
勝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

①雨の中行われた開会式にかっぱを着用して参加した選手たち　②雷雨のた
め約 30 分競技が中断されたにもかかわらず、雨も上がり選手は規律ある操
法を披露した　③優勝旗を持ってみんなでにっこり　④人吉市の操法は他県
の選手や関係者の注目の的　⑤ 10 月 9 日のおくんち祭神幸行列で全国優勝
を祝し、パレードに参加

 

PICK UP NEWS !
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人
吉
球
磨
地
域

最
大
の
秋
祭
り
、

国
宝
・
青
井
阿
蘇
神
社
の

例
大
祭
「
お
く
ん
ち
祭
」
が
10
月

３
日
～
11
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

３
日
の
半は
ん
て
ん纏
お
ろ
し
で
は
、
先
人
た
ち
の
よ
う

に
「
見
直
し
、
聞
き
直
し
、
問
い
直
し
、
歴
史
を

紡
い
で
い
く
」
と
い
う
意
味
を
込
め
た
「
直な
お

」
の

火
文
字
が
浮
か
び
上
が
り
、
境
内
は
幻
想
的
な
雰

囲
気
に
。

　

メ
ー
ン
の
9
日
の
神
幸
行
列
で
は
、
み
こ
し
や

獅
子
が
街
を
練
り
歩
い
た
後
、
日
本
古
来
か
ら
伝

わ
る
日
本
料
理
の
儀
式
「
庖ほ
う
ち
ょ
う
し
き

丁
式
」
が
初
め
て
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

来
年
の
国
宝
指
定
10
周
年
を
記
念
し
て
、

3
7
6
年
ぶ
り
に
み
こ
し
を
修
理
。
こ
と
し
の

お
く
ん
ち
祭
で
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

写真 _  1　子どもたちによる奉納相撲。本物の力士の力強さに子どもたちも大
　　　　　興奮！
写真 _  2・ 5　日本遺産構成文化財の一つ「球磨神楽」。青井阿蘇神社の神楽殿
　　　　　で披露された
写真 _  3   ３日の半纏おろしで披露されたことしの火文字は「直

なお

」
写真 _  4　活気あふれる大迫力のみこしの宮入り
写真 _  6　真夏を思わせる強い日差しの下、神幸行列に見物客も大にぎわい
写真 _  7　「健康で、伸び伸び成長しますように」。赤ちゃん土俵入り
写真 _  8　みこしの担ぎ手たちの威勢のいい掛け声で祭りを盛り上げた
写真 _  9　球磨工高生の堂々とした「エッサッサ」。熱い雄たけびが響き渡る
写真 _10　「怖いよー！」。獅子が近づくと子どもたちは大号泣
写真 _11　狩衣姿の料理人による「庖丁式」が初めて行われた
写真 _12　半纏おろしでは、みこし団体のちょうちんが幻想的な雰囲気をつく　
　　　　　りあげる
写真 _13　376 年ぶりに修理されたみこしが、勢いよく宮出し！

376 年ぶりの大修理を終えたみこしがお披露目
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人吉市の財政事情を
         お知らせします

市税（22.8％）
36億8,642万1千円

その他
【使用料・寄付金
など】（11.7％）

地方交付税（30.7％）
49億5,775万9千円

国庫支出金
（16.3％）
26億4,351万
                5千円

県支出金（7.2％）
11億7,173万3千円

市債（6.3％）
10億2,289万円

その他【交付金など】（5.0％）
8億792万5千円

161億
7,860万3千円

歳 入

自
主

財

源

34

依

存

財

源

％

65.5％

民生費（42.6％）
66億5,889万6千円

総務費（11.3％）
17億6,221万4千円

衛生費（9.9％）
15億5,288万9千円

公債費（9.6％）
14億9,635万1千円

教育費（7.7％）
11億9,867万円

消防費（3.5％）
5億4,636万1千円

土木費（8.0％）
12億5,337万円

農林水産業費（3.1％）
4億8,197万1千円

商工費（2.0％）3億1,242万8千円

その他【労働費・議会費など】（2.3％）3億6,040万5千円

18億8,836万円

民 生 費…子どもや高齢者などの福祉サー
　　　　　　ビスに使うお金
総 務 費…庁舎の維持管理、税の徴収、地
　　　　　　域振興、選挙など、市の全般的
　　　　　　な運営管理に使うお金
衛 生 費…健康診断やごみ処理などに使う
　　　　　　 お金
公 債 費…市の借金(市債)を返済するお金
土 木 費…道路や橋、河川、公営住宅など
　　　　　　の整備や維持管理に使うお金
教 育 費…小・中学校の管理運営や生涯学
　　　　　　習の推進などに使うお金
消 防 費…消防組合への負担金や消防団の
　　　　　　運営など、防災活動に使うお金 
農林水産業費…農業・林業の振興のために使う
　　　　　　 お金
商 工 費…商工業や観光の振興、企業誘致
　　　　　　などに使うお金

用語説明➋

自 主 財 源…市町村が自ら確保できる財源。
　　　　　　行政財政の安定性を示す一つの
　　　　　　尺度
依 存 財 源…国や県の意思決定に基づいて配
　　　　　　 分される財源
市 税…市民税・固定資産税・軽自動車
　　　　　　税など、市民や事業所から納め
　　　　　　られる税金
地方交付税…どの自治体でも一定の行政サー
　　　　　　ビスを提供できるように、国が
　　　　　  自治体の財政状況に応じて配分
　　　　　　するお金
国庫支出金…特定の事業を行うため国から交
　　　　　　付されるお金
県 支 出 金…特定の事業を行うため県から交
　　　　　　付されるお金
市 債…公共事業などの財源として借り
　　　　　　入れるお金

用語説明➊

特 集

156億
2,355万5千円

歳 出

平成28年度普通会計の決算報告

平
成
28
年
度
決
算
状
況

　

平
成
28
年
度
普
通
会
計
歳
入
額
は

１
６
１
億
７
８
６
０
万
３
千
円
で
、
前
年

度
と
比
較
し
て
４
８
６
６
万
４
千
円
の

減
。
歳
出
額
は
１
５
６
億
２
３
５
５
万
５

千
円
で
、
前
年
度
よ
り
１
億
３
１
８
１
万

７
千
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
差
引
額
は
５
億
５
５
０
４
万

８
千
円
の
プ
ラ
ス
で
前
年
度
に
比
べ

１
億
８
０
４
８
万
１
千
円
の
減
と
な
り
ま

し
た
。

　

人
吉
市
の
平
成
28
年
度
普
通
会
計
の
歳

入
・
歳
出
の
状
況
を
説
明
し
ま
す
。

　人吉市の平成28年度の決算がまとまりました。市にどのく
らいのお金が入ってきて、どのように使ったのか、普通会計
を中心に報告します。また、この決算を基に作成した市の財
政状況を併せて説明します。平成28年度決算は市議会の決算
特別委員会で審議され、認定されることになります。

歳
入
（
入
っ
て
き
た
お
金
）

　

歳
入
で
は
、
地
方
税
や
寄
付
金
な
ど
が

前
年
度
よ
り
増
加
し
、
地
方
消
費
税
交
付

金
や
地
方
債
な
ど
が
減
少
し
ま
し
た
。

　

市
税
は
、
法
人
市
民
税
や
た
ば
こ
税
が

減
収
と
な
り
ま
し
た
が
、
個
人
市
民
税
や

軽
自
動
車
税
が
増
収
と
な
り
、
前
年
度
に

比
べ
約
１
・
１
㌫
（
約
４
１
５
６
万
円
）

増
収
と
な
り
ま
し
た
。

　

寄
付
金
は
、
古
都
人
吉
応
援
団
寄
付
金

（
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
）
が
前
年
度
に

比
べ
約
１
１
０
㌫
（
約
１
７
１
３
万
円
）

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

人
吉
市
の
自
主
財
源（
市
税
や
使
用
料
、

手
数
料
、
寄
付
金
な
ど
人
吉
市
が
自
主
的

に
確
保
で
き
る
財
源
）
は
歳
入
全
体
の
約

35
㌫
し
か
な
く
、
依
然
と
し
て
国
か
ら
の

地
方
交
付
税
な
ど
の
依
存
財
源
に
頼
っ
て

い
る
状
況
で
す
。

歳
出
（
使
っ
た
お
金
）

　

歳
出
で
は
、
前
年
度
に
比
べ
消
防
費
、

災
害
復
旧
費
な
ど
が
増
加
し
、
衛
生
費
、

土
木
費
な
ど
が
減
少
し
ま
し
た
。

　

消
防
費
は
、
広
域
防
災
行
政
無
線
の
償

還
開
始
に
伴
う
人
吉
下
球
磨
消
防
組
合
負

担
金
の
増
な
ど
に
よ
り
前
年
度
に
比
べ
約

７
・
６
㌫
（
約
３
８
４
６
万
円
）
増
加
。

　

災
害
復
旧
費
は
、
平
成
28
年
４
月
に

発
生
し
た
熊
本
地
震
で
市
庁
舎
が
被
災
。

機
能
移
転
に
伴
う
災
害
復
旧
事
業
に
よ

り
、前
年
度
に
比
べ
約
１
０
４
・
７
㌫
（
約

８
０
８
７
万
円
）
増
加
し
ま
し
た
。

　

衛
生
費
は
、
人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合

負
担
金
の
減
で
前
年
度
に
比
べ
て
約
３
㌫

（
約
４
７
９
１
万
円
）
減
少
。

　

土
木
費
は
、
水
ノ
手
橋
補
修
工
事
の
減

に
伴
い
、前
年
度
に
比
べ
約
10
・
５
㌫
（
約

１
億
４
６
６
２
万
円
）
減
少
し
ま
し
た
。

５
.
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■人吉市の資金不足比率（単位：％）

会　　計　　名 比率 経営健全化基準

水道事業特別会計 −

20.0
公共下水道事業特別会計 −

工業用地造成事業特別会計 −

国民宿舎特別会計 −

※表の中の「–」は資金不足がないことを表します。

※表の中の「–」は実質赤字および連結実質赤字がないことを表します。
（　）内は平成27年度決算に基づく数値を記載しています。

■人吉市の健全化判断比率（単位：％）　 　　　

区　　分
健全化

判断比率
前年度

との比較
早期健全化

基準
財政再生

基準

①実質赤字比率 − − 13.51 20.00
②連結実質赤字比率 − − 18.51 30.00

③実質公債費比率 6.8
（6.9） △ 0.1 25.0 35.0

④将来負担比率 37.6
（39.7） △ 2.1 350.0

問
合
せ　

市
財
政
課
財
政

係
（
☎
22
‐
２
１
１
１  

内
線

２
１
３
１
）

人吉市の 財政の健全性

市ホームページ　http://www.city.hitoyoshi.lg.jp/

特 集 平成28年度普通会計の決算報告

平成 28 年度の 主な事業
平成 28 年度、人吉市では主にこのような事業に
お金を使いました。

 事業費／ 1億971万円
　平成31年度開通予定のスマートインターチェ
ンジに関連し、国道219号に接続する市道などの
整備を行いました。

事業費／ 2,085万円
　下新町公園の遊具やトイレの改築工事を行い、
老朽化していた施設を利用者が安心して利用でき
るように改築・更新しました。

　　　　　　　　　                             事業費／ 7,876万円
　第72回熊本県民体育祭に向けて第一市民運動広場照明設備改修工事と村山公園テニスコート人工芝新設工事を
行いました。競技しやすい環境を整備することができました。

                                          事業費／ 2,439万円　
平成29年度から給食費の一部助成を行いまし

た。子育て世代の経済的負担を軽減し、安心して
子育てができる環境を整備することができまし
た。

　地方自治体の財政状況が正常でしっかりした状態であるかどうかを確認するための物差しとして「健全化判断比
率」と「資金不足比率」があります。最後に、人吉市の平成28年度決算に基づく健全化判断比率と資金不足比率
を説明します。

健
全
化
判
断
比
率
で
見
る

人
吉
市
の
財
政
状
況

　

健
全
化
判
断
比
率
と
は
、
地
方

自
治
体
の
財
政
状
況
が
ど
の
水
準

に
あ
る
か
を
示
す
も
の
で
す
。
①

実
質
赤
字
比
率
、
②
連
結
実
質
赤

字
比
率
、
③
実
質
公
債
費
比
率
、

④
将
来
負
担
比
率
の
４
つ
が
あ

り
、
数
値
が
低
い
ほ
ど
財
政
状
況

が
し
っ
か
り
し
た
状
態
で
あ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

逆
に
「
早
期
健
全
化
基
準
」
の

数
値
を
上
回
る
と
、「
財
政
状
態

が
健
全
で
は
な
い
」と
判
断
さ
れ
、

健
全
化
に
向
け
た
計
画
の
作
成
な

ど
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

①
実
質
赤
字
比
率
・
②
連
結

実
質
赤
字
比
率

　

実
質
赤
字
比
率
は
一
般
会
計
な

ど
の
赤
字
の
程
度
を
表
す
も
の
で

す
。
ま
た
、
連
結
実
質
赤
字
比
率

は
一
般
会
計
な
ど
に
特
別
会
計
と

公
営
企
業
会
計
を
加
え
た
市
全
体

の
赤
字
の
程
度
を
表
す
も
の
で

す
。
こ
の
２
つ
は
赤
字
が
あ
る
と

き
だ
け
数
値
が
出
ま
す
。
も
し
こ

の
両
比
率
が
表
れ
た
場
合
は
、
深

刻
な
財
政
状
況
と
い
え
ま
す
。

　

人
吉
市
の
平
成
28
年
度
決
算

は
、
全
会
計
に
赤
字
額
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
２
つ
の

比
率
に
は
数
値
が
算
出
さ
れ
ず
、

問
題
の
な
い
財
政
状
況
で
し
た
。

③
実
質
公
債
費
比
率

　

実
質
公
債
費
比
率
は
、
借
入
金

の
返
済
額
な
ど
が
財
政
規
模
に
対

し
て
ど
れ
く
ら
い
か
を
表
し
た
も

の
で
す
。
人
吉
市
は
６
・
８
㌫
で

「
早
期
健
全
化
基
準
」
を
大
き
く

下
回
っ
て
い
ま
す
。

④
将
来
負
担
比
率

　

将
来
負
担
比
率
は
、
借
入
金
の

返
済
な
ど
、
市
が
将
来
支
払
う
負

債
額
が
財
政
規
模
に
対
し
て
ど
れ

く
ら
い
か
を
表
す
も
の
で
す
。
こ

の
数
値
は
、
単
純
に
現
状
を
計
る

の
で
は
な
く
、
将
来
を
見
据
え
た

財
政
運
営
の
指
針
と
し
て
捉
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

人
吉
市
は
37
・
６
㌫
で
平
成
27

年
度
よ
り
２
・
１
㌫
減
少
し
て
い

ま
す
。
減
少
の
原
因
は
、
一
部
事

務
組
合
分
も
含
め
て
借
入
額
よ
り

も
償
還
額
が
多
か
っ
た
た
め
で

す
。
こ
の
数
値
は
基
準
数
値
を
大

き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
が
、
将
来

の
財
政
状
況
を
見
据
え
、
借
入
金

で
事
業
を
ど
こ
ま
で
行
う
か
を
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

資
金
不
足
比
率
で
見
る

人
吉
市
の
財
政
状
況

　

資
金
不
足
比
率
は
、
上
水
道
事

業
な
ど
の
公
営
企
業
で
資
金
不
足

が
あ
る
場
合
、
そ
の
不
足
額
が
事

業
規
模
に
対
し
て
ど
れ
く
ら
い
か

を
表
し
た
も
の
で
、
不
足
額
が
な

い
場
合
は
算
出
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ

の
比
率
が
高
く
な
る
ほ
ど
公
営
企

業
の
経
営
状
態
に
問
題
が
あ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

人
吉
市
に
は
４
つ
の
公
営
企
業

が
あ
り
ま
す
が
、
す
べ
て
に
資
金

不
足
額
は
な
い
た
め
数
値
は
算
出

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

人
吉
市
の
財
政
状
況
は

お
お
む
ね
健
全

　

以
上
の
４
つ
の
比
率
か
ら
見
た

人
吉
市
の
財
政
状
況
は
お
お
む
ね

健
全
な
状
態
と
い
え
ま
す
。
た
だ

し
こ
の
結
果
だ
け
で
な
く
、
そ
の

ほ
か
の
財
政
状
況
を
判
断
す
る
数

値
な
ど
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
今

後
悪
化
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
人
吉
市
の
詳
し
い
財
政
状
況

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
財
政

課
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

人吉・球磨スマートインターチェンジ 下新町公園改築工事

県民体育祭準備事業 (第一市民運動広場） 県民体育祭準備事業 (村山公園テニスコート）

学校給食費助成事業 
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雨が降っても大盛況
100円商店街・とっておきの音楽祭

　

19
回
目
と
な
り
本
市
恒
例
の
行
事

に
な
っ
た
「
人
吉
ふ
れ
あ
い
１
０
０

円
商
店
街
」
が
10
月
15
日
、
九
日
町

一
帯
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
雨
模
様
で
し
た
が
多
く
の
人

が
１
０
０
円
商
店
街
な
ら
で
は
の
商

品
を
目
当
て
に
来
場
し
、
買
い
物
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
み
ん
な
ち
が
っ
て
み
ん

な
い
い
」
を
合
言
葉
に
心
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
を
目
指
す
「
第
６
回
と
っ
て

お
き
の
音
楽
会
祭
in
ひ
と
よ
し
」
と

合
同
開
催
。
音
楽
祭
会
場
は
演
奏
す

る
人
や
歌
う
人
、
観
る
人
の
み
ん
な

が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
大
い
に
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

人
吉
市
は
、
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ

同
和
損
害
保
険
株
式
会
社
と
「
地
方

創
生
に
関
す
る
連
携
協
定
」
を
締
結

し
ま
し
た
。
こ
の
協
定
は
、
同
社
と

本
市
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
情
報
や
技
能

を
有
効
活
用
し
地
方
創
生
の
実
現
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

10
月
24
日
の
調
印
式
で
、
同
社
熊

本
支
店
長
の
神
田
泰や

す
の
ぶ伸
さ
ん
は
「
地

域
社
会
、
企
業
に
役
立
つ
会
社
を
目

指
し
て
い
る
。
締
結
は
ス
タ
ー
ト
。

人
吉
市
と
共
に
成
長
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
今
後
は
、
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
や
観
光
振
興
、
販
路

拡
大
支
援
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

協
力
し
て
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

地域創生実現を目指す協定書に調印した松岡市長と神田支店長

互いの技能を活用し地域活性化
地方創生に関する連携協定調印式

木工職人に作業を教わりながら金づちを手に製作する児童たち

　

人
吉
球
磨
建
築
木
工
ま
つ
り
実
行

委
員
会
で
は
、
毎
年
ひ
と
よ
し
産
業

祭
に
合
わ
せ
人
吉
球
磨
建
築
木
工
ま

つ
り
を
開
催
。
郡
市
内
の
小
学
生
に

木
工
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
木
工
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
と
し
は
、
大
畑
小
の
全
児
童
が

木
工
に
挑
戦
。
木
工
職
人
の
指
導
を

受
け
て
本
立
て
や
飾
り
椅
子
、
ラ
ッ

ク
を
作
り
ま
し
た
。
本
立
て
を
作
っ

た
３
年
生
の
中
竹
大ひ

ろ
と翔
君
は
「
難
し

か
っ
た
け
ど
よ
く
で
き
た
。
教
科
書

立
て
に
使
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
選
ば
れ
た
優
秀
作
品
は
、
11

月
11
日
㈯
・
12
日
㈰
の
ひ
と
よ
し
産

業
祭
で
表
彰
・
展
示
さ
れ
ま
す
。

小学生が木工を体験！
大畑小木工教室

グループごとに英語で自己紹介をする参加者たち

　

外
国
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
態
勢

を
整
え
る
た
め
、
人
吉
市
国
際
観
光

協
会
が
人
吉
温
泉
観
光
協
会
な
ど
と

連
携
し
、
９
月
28
日
に
東
西
コ
ミ
セ

ン
で
英
語
で
の
観
光
案
内
人
養
成
講

座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
観
光
業
に
携
わ
る
方
を
中

心
に
25
人
が
参
加
。
有
償
ガ
イ
ド
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
違
い
や
、

印
象
に
残
る
自
己
紹
介
の
仕
方
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。
プ
ロ
の
ガ
イ
ド
を

務
め
る
講
師
か
ら
「
覚
え
て
も
ら
え

る
よ
う
に
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
自
己
紹

介
す
る
と
い
い
」
な
ど
講
師
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
参
加
者
み
ん
な
真
剣
に
聞

い
て
い
ま
し
た
。

英語はゆっくりハッキリと
英語での観光案内人養成講座

　

人
吉
市
と
人
吉
市
教
育
委
員
会
、

熊
本
学
園
大
学
、
中
小
企
業
大
学
校

人
吉
校
が
連
携
し
て
実
施
す
る
生
涯

学
習
講
座
「
ひ
と
よ
し
花
ま
る
学
園

大
学
」
を
10
月
14
日
に
中
小
企
業
大

学
校
人
吉
校
で
開
校
し
ま
し
た
。
郡

市
内
か
ら
86
人
が
受
講
。

　

開
講
式
後
の
教
養
講
座
で
は
、
熊

本
城
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
の
鶴
嶋
俊

彦
さ
ん
が
「
熊
本
城
・
城
下
町
の
歴

史
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講
座
を
実

施
。
今
後
、「
と
こ
と
ん
歴
史
学
」

「
現
代
を
読
み
解
く
」「
後
世
に
残
し

た
い
！ 

人
吉
球
磨
の
魅
力
再
発
見

Ver.2

」
の
３
つ
の
講
座
を
10
～
11

月
に
か
け
て
４
回
実
施
し
ま
す
。

教養講座では災害と向き合ってきた先人の歴史を講義

発表者の歌や踊りで会場のお客さんも大盛り上がり

学びの意欲に応えます
ひとよし花まる学園大学開講式

きれいに修復されたカートと作業した生徒、関係者

　

く
ま
川
鉄
道
株
式
会
社
は
、
こ
れ

ま
で
行
っ
て
い
た
徒
歩
中
心
で
の
線

路
の
保
守
・
点
検
作
業
の
効
率
化
を

目
的
に
、
ア
ル
ミ
カ
ー
ト
を
Ｊ
Ｒ
か

ら
中
古
で
譲
り
受
け
、
球
磨
工
高
に

修
復
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　

約
３
カ
月
か
け
て
完
成
し
た
カ
ー

ト
の
引
渡
式
を
10
月
１
日
に
同
鉄
道

の
車
庫
で
実
施
。
修
復
は
、
同
校
の

溶
接
部
の
部
員
８
人
が
担
当
し
、
夏

休
み
や
放
課
後
に
部
活
動
と
し
て
作

り
上
げ
ま
し
た
。
２
年
生
の
前
田

龍り
ゅ
う
き輝

部
長
は
「
鉄
と
違
っ
て
ア
ル
ミ

の
溶
接
は
と
て
も
難
し
か
っ
た
。
な

か
な
か
で
き
な
い
機
会
を
も
ら
え
て

あ
り
が
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

球磨工高生がカートを修復
保守用アルミカート引渡式

さまざまな競技を通して会員同士の交流を深めた

　

人
吉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催

の
「
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大

会
」
が
、
10
月
11
日
に
ス
ポ
ー
ツ
パ

レ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。大
会
は
、

健
康
づ
く
り
と
会
員
同
士
の
交
流
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
、
今

回
は
約
１
３
０
０
人
が
参
加
。

　

各
校
区
に
分
か
れ
た
会
員
が
、
輪

投
げ
リ
レ
ー
や
紅
白
玉
入
れ
な
ど
の

10
種
目
を
楽
し
み
な
が
ら
競
技
。
各

校
区
の
応
援
席
か
ら
は
、
マ
イ
ク
を

通
し
て
出
場
選
手
へ
の
声
援
が
送
ら

れ
る
な
ど
、
応
援
合
戦
も
に
ぎ
や
か

に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
は

全
員
で
六
調
子
音
頭
を
踊
り
、
大
会

を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

和気あいあいとスポーツ交流
人吉市高齢者ふれあいスポーツ大会

戦死した先祖を敬い、平和への思いを発表した尾崎君

　

戦
没
者
の
御
霊
を
慰
め
、
平
和
へ

の
誓
い
を
新
た
に
す
る
人
吉
市
戦
没

者
追
悼
式
を
、
10
月
7
日
に
カ
ル

チ
ャ
ー
パ
レ
ス
で
行
い
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
春
の
平
日
開
催
を
今
回
秋

の
土
曜
日
に
変
更
し
て
実
施
し
た
た

め
、
会
場
に
は
子
ど
も
連
れ
の
参
加

者
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

　

式
で
は
ス
テ
ー
ジ
中
央
に
設
け
た

祭
壇
に
向
か
っ
て
出
席
者
全
員
で
黙

と
う
し
、
松
岡
市
長
が
式
辞
。
そ
の

後
、
遺
族
は
持
っ
て
き
た
花
束
を
献

花
し
ま
し
た
。
最
後
に
中
原
小
３
年

の
尾
崎
優
太
君
が
平
和
へ
の
思
い
を

読
み
上
げ
、
参
加
者
は
平
和
へ
の
祈

り
を
さ
さ
げ
て
い
ま
し
た
。

次世代につなぐ平和の願い
平成29年度人吉市戦没者追悼式
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二人で一緒に歩んで 50年

平成 29 年度  人吉市金婚夫婦表彰
　昭和 42 年に結婚し、ことし金婚を迎えられた 42 組の夫婦を祝う金婚夫婦表彰式を、９月 28 日にホテルサン
人吉で行いました。式には 32 組の夫婦が出席。式では、一組一組に松岡市長が表彰状を贈呈した後、出席者を代
表して下林町の山下三

さぶろう

郎さん、文
ふ み こ

子さん夫婦が「元気で金婚式を迎えることができたのは、妻と一緒に苦楽を共に
し、家族や多くの人たちの力添えがあったからこそ。これから先、少しでも私たちにできることがあれば奉仕でき
るよう常に思いながら頑張ってまいりたい」とお礼を述べました。
　９月 14 日には熊本日日新聞社金婚夫婦表彰伝達式が市役所カルチャーパレス仮本庁舎であり、灰久保町の大賀
睦
む つ お

朗さん、洋子さん夫婦が代表して表彰を受けました。
　ことし金婚を迎えられた夫婦のお名前を掲載し、お祝いを申し上げます。（敬称略・届出順）

第64回  人吉球磨総合美展

人吉球磨総合美展大賞
西 栄之輔さんと作品の

モデルで孫の遥
は る ま

馬ちゃん

【人吉市教育委員会賞】
　呉

ご い ぎ ょ う し

偉業詩「贈
りょうさのこじんにおくる

遼左故人」
はら

 礼
れ い か

香（北泉田町）／書道
【人吉美術協会賞】山萌ゆる
宇
う た か

高 清
きよふみ

文（願成寺町）／写真

【熊日賞】　殻Ⅱ　
小
こ あ ん

庵 治
はるゆき

行（八代市）
／工芸

【人吉球磨総合美展大賞】
さんぽ

西
にし

 栄
え い の す け

之輔（球磨郡あさぎり町）／絵画

「孫とおじいちゃんが散歩して
いる後姿を油絵で表現しまし
た。創作意欲が湧く風景はなか
なか見つからないのですが、娘
にこの風景写真を見せてもら
い、久しぶりに “ これが描きた
い！ ” と思いました。描きたい
気持ちと力が入った作品です」

　

県
内
有
数
の
歴
史
と
規
模
を
誇
る

美
術
展
「
人
吉
球
磨
総
合
美
展
」
が
、

10
月
21
日
～
26
日
に
ス
ポ
ー
ツ
パ
レ

ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
外
か

ら
３
２
８
点
の
作
品
が
出
品
。
そ
の

う
ち
入
賞
し
た
作
品
を
含
む
２
７
８

点
の
絵
画
や
工
芸
、
書
道
、
写
真
な

ど
の
作
品
が
会
場
に
並
び
ま
し
た
。

　

今
回
、
人
吉
球
磨
総
合
美
展
大
賞

に
輝
い
た
の
は
、
西に
し

栄え
い
の
す
け

之
輔
さ
ん
の

絵
画「
さ
ん
ぽ
」。「
孫
と
お
じ
い
ち
ゃ

ん
が
手
を
つ
な
い
で
散
歩
す
る
後
姿

は
ほ
の
ぼ
の
と
し
て
素
晴
ら
し
い
。

精せ
い
ち緻

な
美
し
い
色
調
と
構
成
力
は
格

調
高
く
、
詩
情
豊
か
な
力
作
」
と
審

査
員
か
ら
評
価
さ
れ
て
大
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

大
賞
と
主
催
者
賞
を
受
賞
さ
れ
た

作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
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11月は「児童虐待防止推進月間」です
　子どもたちが健やかに育つために絶対にあってはならない児童虐
待。しかし、現在も幼い命が奪われる痛ましい事件が後を絶ちませ
ん。虐待は特別な家庭の問題ではありません。虐待から子どもたち
を守るために、地域に住む私たちの目配り・気配りが必要です。
早期発見が大切です
　虐待かもしれないと思ったらすぐに電話してください。連絡は匿
名でも可能です。連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。

平成30年度 保育所・認定こども園の入所申込受付を
11月１日（水）からスタートします

　平成30年度の保育所・認定こども園への入所申込の受け付けを開始します。入所を希望する方は、申込書に必
要書類を添えて入所を希望する保育所・認定こども園に提出してください。
　申込書は市福祉課（市役所西間別館１階５番窓口）か各保育所、認定こども園にあります。添付書類は申請理由
によって異なります。詳しくは申込書と一緒にお渡しする「入所申込の手引き」をご覧ください。
書類配付開始日　11月１日（水）
申込期限　12月15日（金）

【市内認可保育所・昼間】
園名 定員 所在地 電話番号

おこば保育園 60 大畑町3999-2 23 ｰ 0504
こばと保育園 110 瓦屋町1776-1 24 ｰ 4152
善隣保育園 120 瓦屋町1106 22 ｰ 3573
林保育園 80 下林町271-4 22 ｰ 5891
人吉乳児保育園 90 田町34-1 22 ｰ 3951
蓬莱保育園 110 土手町５ 22 ｰ 2458
ひまわり保育園 70 瓦屋町1848 23 ｰ 5396

【市内認定こども園一覧】

園名 定員 所在地 電話番号
1号 ２・３号

あいだこども園 15 90 東間上町2789 22-4542
泉田こども園 15 95 北泉田町223-1 22-5846
さざなみ保育園 10 90 下戸越町1632-1 22-5519
せん月保育園 15 50 矢黒町1602-1 24-3292
中原保育園 15 160 下原田町1168 22-5795
人吉こども園 15 100 願成寺町956 22-2864

【保育時間】
昼間・認定こども園２・３号　基本：月～土曜　午前７時～午後６時
　　　　　　　　　　　　　　延長保育：平日　午後６時～７時
夜間　基本：月～土曜　午前11時～午後10時
　　　延長保育：月～土曜　午前７時～ 11時
認定こども園１号　各園で設定

児童虐待の定義
身体的虐待
殴る蹴るなどの暴力や、やけどを負わせる、逆さつりにするなど
の行為

性的虐待

性的いたずら、性的行為の強要、ポルノグラフィーの被写体を子
どもに強要するなどの行為

ネグレクト（養育の放棄）

食事を与えない、下着など不衛生なままで放置する、病気なのに
医師に診せない、乳幼児を家に残したまま外出するなどの行為

心理的虐待
無視、拒否的な態度、罵声を浴びせる、言葉による脅かし、脅迫、
きょうだい間での極端な差別扱い、子どもの目の前での配偶者へ
の暴力などの行為

【相談・連絡先】
○ 市福祉事務所（市福祉課内）（☎２２−

２１１１　内線１１４５・１１４９）
○ 市学校教育課（☎２２−２１１１　内線 

５２２１・５２２５）
○ 八代児童相談所（☎０９６５−３２−

４４２６）
○ 児 童 相 談 所 全 国 共 通 ダ イ ヤ ル（ ☎

１８９）
　※お住まいの地域の児童相談所につな　
　ぎます
○ 子どもの人権１１０番（☎０１２０−

００７−１１０）

第71 回犬童球渓顕彰音楽祭

８月に行われた予選の通過者約４５人が、球渓賞を
目指して練習の成果を競います。

11月３日金　午前９時30分〜

個人コンクール本選

カルチャーパレス敷地内にある犬童球渓先生の銅像
前で、偉業を称え献花を行い、「旅愁」「故郷の廃家」
を約400人の参加者全員で斉唱します。

11月10日金　午前８時30分〜

碑前祭

人吉球磨地域の36校、約1,300人の小中高校生が一
堂に会して、合唱・合奏・吹奏楽のステージを披露
します。個人コンクール本選の最優秀者である球渓
賞受賞者の演奏も披露予定です。

11月10日金　午前９時〜

学校発表会

　市内音楽団体の発表など盛りだくさんのコンサート
です。犬童球渓顕彰音楽祭のために結成された特設
合唱団の演奏も行われます。

11月23日木　午後２時〜

音楽のひろば

検診車での市民健診を実施します
婦人科検診 乳房超音波 マンモグラフィー 子宮頸がん

個人負担金
課 税 世 帯 800 円 1,300 円 1,200 円
そ の ほ か 300 円 500 円 400 円

期　日 受付時間 会　場 対 象 地 区

11 月 22 日㈬
8:30 ～ 10:00 中原コミセン 上林町、中林町、下林町、温泉町、中神町字馬場・段・城本・大柿、

上原田町全域、下原田町全域

13:30 ～ 15:00 保健センター 合ノ原町、井ノ口町、瓦屋町、鶴田町、駒井田町、上青井町、中青井町、
下青井町、城本町、北願成寺町

11 月 23 日㈭

8:30 ～ 11:00

保健センター

上新町、下新町、南願成寺町、北泉田町、南泉田町、鬼木町、二
日町、五日町、七日町、九日町、大工町、鍛冶屋町、紺屋町、土
手町、灰久保町、新町、老神町、寺町、南町、田町、上原町、麓町、
原城町、富ヶ尾町、中城町、西間上町、西間下町、浪床町、蓑野町、
古仏頂町、木地屋町、東大塚町、七地町、蟹作町、西大塚町、田
野町、東間上町、東間下町、赤池原町、赤池水無町

13:30 ～ 14:00

11 月 24 日㈮

8:00 ～ 8:30 大畑コミセン 東漆田町、上漆田町、下漆田町、上田代町、下田代町、大畑町、
大畑麓町、大野町、矢岳町

10:30 ～ 12:00 西瀬コミセン
宝来町、相良町、上薩摩瀬町、下薩摩瀬町、下城本町、矢黒町、上
永野町、下永野町、上戸越町、下戸越町、鹿目町、中神町字小柿・
段山

《女性の方対象》

ことしもいよいよ犬童球渓頸彰音楽祭の季節になりました。子どもから大人まで、多数の来場をお待ちしています。

場所 カルチャーパレス 入場料 無料

申込者には、受付時間を 30 分ごとに区切って通知します。指定された時間にお越しください。
※指定された日時で都合が悪い方は、市保健センターに連絡してください。
※無料クーポン対象の方は、検診会場に無料クーポン券をお持ちください。
　（マンモグラフィー対象：昭和 51 年４月２日～昭和 52 年４月１日生まれ、子宮頸がん対象：平成８年４月２日
　～平成９年４月１日生まれ）
※検診を受けた方には、後日「健康ポイント」を差し上げます。詳しくはお問い合わせください。
問合せ　市保健センター健康増進係（☎２４－８０１０）

問合せ 市歴史文化課歴史文化係
（☎２２−２３２４）

問合せ　市福祉課児童福祉係
　　　　（☎２２－２１１１　内線１１４５）

『いちはやく

知らせる勇気

　つなぐ声』

【市内認可保育所(夜間)】
園名 定員 所在地 電話番号

ひまわり保育園 20 瓦屋町1848 23-5396
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農
地
を
転
用
す
る
と
き
は

許
可
が
必
要
で
す

　

農
地
に
建
物
を
建
て
た
り
、
駐

車
場
に
し
た
り
す
る
な
ど
、
農
地

を
農
地
以
外
の
用
途
で
利
用
し
↖

情　報
ひろば

人吉市役所 ☎２２−２１１１( 代表 )

住　　所　〒 868-8601 人吉市下城本町　
　　　　　１５７８番地１
開庁時間　午前８時 30 分～午後５時 15 分
 　　　　   （木曜は～午後７時）
開 庁 日　月～金曜 ( 祝日を除く )
ホームページ　
　　　　http://www.city.hitoyoshi.lg.jp/

人吉市関連施設
カ ル チ ャ ー パ レ ス ☎２４−３３１１

ス ポ ー ツ パ レ ス ☎２２−１６８８

水 道 局 ☎２２−５４９７

保 健 セ ン タ ー ☎２４−８４２０

石 野 公 園 ☎２２−６７００

人 吉 城 歴 史 館 ☎２２−２３２４

鉄 道 ミ ュ ー ジ ア ム ☎４８−４２００

チャンネル

地デジ

３

人吉市の情報を配信中！
テレビ（データ放送）を利用した住民情報サービス

視聴方法
① ＲＫＫテレビを視聴します
② リモコンのｄボタンを押します
③「デタポン」を選び「決定」を押します

人吉市関連サイト

11
月
14
日
は
世
界
糖
尿
病
デ
ー

　

現
在
、
日
本
に
は
約
２
０
５
０

万
人
の
糖
尿
病
患
者
が
い
る
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
吉
球
磨
地

「
平
和
の
礎い
し
じ」
の

追
加
刻
銘
を
行
い
ま
す

　

沖
縄
県
糸
満
市
に
あ
る
「
平
和

の
礎
」
は
、
沖
縄
戦
で
亡
く
な
ら

れ
た
戦
没
者
の
氏
名
を
刻
ん
だ
記

念
碑
で
す
。

　

平
成
30
年
度
の
戦
没
者
の
追
加

刻
銘
、
刻
銘
の
修
正
・
削
除
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
ご
遺

族
の
方
は
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

申
込
期
限　

12
月
８
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

市
福
祉
課
福
祉

政
策
係

油
の
流
出
事
故
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

家
庭
や
事
業
所
か
ら
、
河
川
や

水
路
へ
油
が
流
出
す
る
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。事
故
の
原
因
は
、

不
注
意
に
よ
る
も
の
や
施
設
の
老

お
知
ら
せ

部
落
解
放
熊
本
県
研
究
集
会

が
人
吉
市
で
開
催
さ
れ
ま
す

　

部
落
解
放
熊
本
県
研
究
集
会
実

行
委
員
会
で
は
、
同
和
問
題
の
正

し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
、
部
落

の
完
全
開
放
・
差
別
撤
廃
を
目
指

し
た
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
研

究
集
会
を
毎
年
開
催
。こ
と
し
は
、

部
落
解
放
第
30
回
熊
本
県
研
究
集

会
が
人
吉
市
の
ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

集
会
に
は
県
内
各
地
か
ら
約

３
千
人
が
参
加
す
る
た
め
、
会
場

付
近
で
の
交
通
渋
滞
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
渋
滞
が
発
生
し
な
い
よ
う

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
な
る

べ
く
会
場
付
近
の
道
路
を
避
け
て

も
ら
う
な
ど
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

期
日　

11
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰

時
間　

18
日
：
午
前
11
時
～
午
後

4
時
30
分
、
19
日
：
午
前
９
時
～

午
後
３
時
30
分

場
所　

ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス

問
合
せ　

市
自
治
振
興
課
自
治
支

援
係

「
お
で
か
け
九
ち
ゃ
ん｣

へ

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

　

九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
「
ふ
れ
あ
い

広
場
」
が
あ
な
た
の
ま
ち
へ
出
張

し
ま
す
。
子
育
て
中
の
皆
さ
ん
、

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日　

11
月
29
日
㈬

時
間　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

場
所　

下
漆
田
公
民
館

テ
ー
マ　

散
歩
「
ど
ん
ぐ
り
ひ
ろ

い
」

対
象　

お
お
む
ね
３
歳
未
満
の
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者

定
員　

15
組
（
先
着
順
）

※
11
月
24
日
㈮
ま
で
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

ほ
っ
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
（
☎
32

‐
９
５
６
６
）

飲
用
井
戸
な
ど
を
衛
生
的
に

管
理
し
ま
し
ょ
う

　

地
下
水
や
湧
水
な
ど
を
飲
用
に

利
用
す
る
施
設（
飲
用
井
戸
な
ど
）

を
衛
生
的
に
使
用
す
る
に
は
、
日

頃
か
ら
適
正
な
管
理
が
必
要
で

す
。
汚
染
を
防
ぎ
、
健
康
を
守
る

た
め
に
も
次
の
こ
と
を
実
施
し
ま

し
ょ
う
。

〇
水
源
の
周
辺
に
人
や
動
物
が
立

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し

た
全
額
が
所
得
税
・
住
民
税
の
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま

す
。
控
除
申
告
を
す
る
と
き
は
１

年
間
に
納
付
（
見
込
み
を
含
む
）

し
た
保
険
料
を
証
明
す
る
書
類
が

必
要
で
す
。

　

毎
年
11
月
上
旬
に
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
１
年
間
の
納
付
額
を
証

明
す
る
は
が
き
が
送
付
さ
れ
ま

す
。
10
～
12
月
に
国
民
年
金
に
加

入
し
た
場
合
は
、
翌
年
２
月
上
旬

に
送
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
証
明
書

は
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
と
き

必
ず
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

世
帯
主
や
配
偶
者
が
家
族
の
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合

も
、
そ
の
全
額
が
納
付
し
た
方
の

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

問
合
せ　

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ

ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
！

熊
本
県
の
最
低
賃
金
改
正

熊
本
県
地
域
別
最
低
賃
金

【
７
３
７
円
】（
10
月
１
日
か
ら
）

　

こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
全
て

の
事
業
所
と
労
働
者
に
適
用
さ
れ

ま
す
。
使
用
者
も
労
働
者
も
必
ず

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
！

問
合
せ　

人
吉
労
働
基
準
監
督
署

（
☎
22
‐
５
１
５
１
）

朽
化
、
車
両
の
事
故
な
ど
さ
ま
ざ

ま
で
す
。

　

流
出
し
た
油
は
火
災
の
危
険
性

が
あ
る
ほ
か
、
臭
い
の
発
生
や
、

水
質
悪
化
に
よ
る
人
・
農
作
物
・

水
生
生
物
な
ど
へ
の
悪
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
油
の
回
収

に
は
多
く
の
時
間
と
労
力
、
費
用

が
必
要
と
な
り
、
回
収
費
用
は
全

て
原
因
者
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
や
事
業
者
の
方

は
、
施
設
の
点
検
や
管
理
を
徹
底

し
て
油
が
流
出
し
な
い
よ
う
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　

油
を
流
出
さ
せ
た
場
合
や
、
油

類
・
廃
液
な
ど
が
流
れ
て
い
る
現

場
を
発
見
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に

人
吉
保
健
所
か
消
防
署
、
市
役
所

に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。
早
い
対

応
が
、
被
害
拡
大
防
止
に
つ
な
が

り
ま
す
。

問
合
せ　

市
環
境
課
環
境
衛
生
係

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
は

大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う

０
０
４
）、
市
保
険
年
金
課
国
保

年
金
係

た
り
、
転
用
の
た
め
に
農
地
を
売

買
し
た
り
す
る
と
き
は
、
原
則
と

し
て
農
業
委
員
会
（
転
用
面
積
が

４
㌶
を
超
え
る
場
合
に
は
県
知

事
）
の
許
可
が
必
要
で
す
。
許
可

を
受
け
た
後
に
転
用
目
的
を
変
更

す
る
場
合
な
ど
も
、
事
業
計
画
の

変
更
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

許
可
を
受
け
ず
無
断
で
農
地
を

転
用
し
た
場
合
や
、
許
可
を
受
け

た
事
業
計
画
通
り
に
転
用
し
て
い

な
い
場
合
は
、
農
地
法
違
反
と
な

り
、
工
事
の
中
止
や
原
状
回
復
な

ど
を
命
令
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
罰
則
の
適
用
も
あ
り
ま
す
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
農
業
委
員
会
事
務
局

農
地
調
整
係

域
は
、
県
内
で
も
患
者
数
が
多
い

地
域
で
す
。

　

糖
尿
病
を
発
症
・
重
症
化
さ
せ

な
い
よ
う
正
し
い
知
識
を
啓
発
す

る
11
月
14
日
の
「
世
界
糖
尿
病

デ
ー
」
に
合
わ
せ
、
人
吉
球
磨
糖

尿
病
予
防
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員

会
で
は
、
11
月
の
１
カ
月
間
、
市

内
の
医
療
機
関
な
ど
の
建
造
物
を

ブ
ル
ー
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
活

動
を
実
施
し
ま
す
。

　

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
活
動
を

通
し
て
、
地
域
一
帯
と
な
っ
て
糖

尿
病
の
発
症
・
重
症
化
予
防
を
目

指
し
ま
す
。

問
合
せ　

人
吉
球
磨
糖
尿
病
予
防

フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
事
務

局
（
人
吉
保
健
所
内　

☎
22
‐

３
１
０
７
）

　

ち
入
ら
な
い
よ
う
柵
な
ど
を
設

　

け
る

〇
水
源
や
水
槽
な
ど
の
設
備
や
周

　

辺
を
定
期
的
に
清
掃
す
る

〇
設
備
や
給
水
管
な
ど
の
施
設
に

　

破
損
や
亀
裂
、
漏
水
な
ど
が
な

　

い
か
年
に
１
回
以
上
点
検
す
る

〇
年
に
１
回
専
門
機
関
で
水
質
検

　

査
を
実
施
す
る

〇
必
要
に
応
じ
て
塩
素
消
毒
を
実

　

施
す
る

問
合
せ　

市
環
境
課
環
境
衛
生
係

水
道
水
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染

予
防
に
は
、
塩
素
消
毒
を
行
っ
て

い
る
水
道
水
で
の
手
洗
い
・
う
が

い
が
効
果
的
で
す
。

手
洗
い
の
仕
方

①
水
道
水
（
流
水
）
で
手
を
洗
う

②
石
け
ん
を
使
っ
て
も
み
洗
い
を

　

し
て
汚
れ
を
落
と
す

③
水
道
水
（
流
水
）
で
15
秒
以
上

　

石
け
ん
を
洗
い
流
す

④
清
潔
な
タ
オ
ル
な
ど
で
水
を
十

　

分
に
ふ
き
取
る

う
が
い
の
仕
方

①
水
道
水
を
少
し
口
に
含
み
、
ブ

　

ク
ブ
ク
と
や
や
強
く
口
を
ゆ
す

　

い
だ
後
、
吐
き
出
し
て
口
の
中

　

の
ウ
イ
ル
ス
や
食
べ
か
す
を
取

　

り
除
く

②
水
道
水
を
口
に
含
み
、
の
ど
の

　

奥
ま
で
行
き
わ
た
る
よ
う
に
ガ

　

ラ
ガ
ラ
と
15
秒
以
上
う
が
い
を

　

し
て
吐
き
出
す

③
②
を
２
～
３
回
繰
り
返
す

問
合
せ　

市
上
水
道
課
業
務
係

17 HITOYOSHI　2017.11.01 16広報ひとよし　11月号



▶
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス

ポ
チ

看
護
が
つ
な
ぐ
地
域
包
括
ケ
ア

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
人
吉
・
球
磨

自
衛
隊
協
力
会
の
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

自
衛
隊
協
力
会
は
「
わ
が
国
の

防
衛
に
関
す
る
認
識
を
深
め
、
自

衛
隊
の
健
全
な
る
育
成
発
展
に
協

力
し
、
ひ
い
て
は
地
域
社
会
の
平

和
と
発
展
を
図
る
こ
と
」
を
目
的

に
昭
和
39
年
に
設
立
さ
れ
た
も
の

で
す
。

対
象　

会
の
目
的
に
賛
同
す
る
団

体
・
法
人
・
個
人
で
、
会
費
を
納

め
て
い
た
だ
け
る
方

会
費　

一
般
会
員
＝
２
０
０
円
、

団
体
・
法
人
会
員
＝
１
万
円
、
賛

助
会
員
＝
２
千
円

※
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
け
る
方
の

寄
付
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

募
集
期
間　

随
時
↖

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
を

見
に
い
き
ま
せ
ん
か
？

内
容　

航
空
自
衛
隊
「
新に

ゅ
う
た
ば
る

田
原
基

地
」
航
空
シ
ョ
ー
見
学

期
日　

12
月
３
日
㈰

集
合
時
間　

午
前
６
時

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退

職
金
共
済
法
に
基
づ
い
て
建
設
現

場
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設

業
を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目

的
に
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で

す
。
事
業
主
が
労
働
者
の
働
い
た

日
数
に
応
じ
て
掛
け
金
を
支
払

い
、
そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で

働
く
の
を
辞
め
た
と
き
に
建
退
共

か
ら
退
職
金
を
支
払
い
ま
す
。
掛

け
金
の
一
部
は
国
が
助
成
し
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

加
入
で
き
る
事
業
主　

建
設
業
を

人
吉
准
看
護
学
院
入
学
試
験

　

准
看
護
師
免
許
取
得
を
目
指
す

学
生
・
社
会
人
の
方
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

受
験
資
格　

中
学
校
卒
業
（
見
込

み
）
以
上

募
集
人
数　

40
人

受
付
期
間　

11
月
20
日
㈪
～
12
月

１
日
㈮

試
験
日　

12
月
10
日
㈰

試
験
科
目　

国
語
・
算
数
（
一
般

常
識
程
度
）、
作
文
、
面
接

問
合
せ　

人
吉
准
看
護
学
院
（
☎

22
‐
２
９
６
２
）

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
採
用
試
験

受
験
資
格　

15
歳
～
17
歳
未
満
で

中
卒
（
見
込
み
も
含
む
）
の
男
子

【
推
薦
】

受
付
期
間　

11
月
１
日
㈬
～
12
月

１
日
㈮

試
験
日　

平
成
30
年
１
月
６
日
㈯

～
８
日
㈪
の
間
の
１
日

試
験
場
所　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工

科
学
校
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）

【
一
般
】

受
付
期
間　

11
月
１
日
㈬
～
平
成

30
年
１
月
９
日
㈫

試
験
日　

平
成
30
年
１
月
20
日
㈯

試
験
場
所　

熊
本
県
内
の
試
験
会

場※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力

本
部
人
吉
地
域
事
務
所
（
☎
22
‐

４
７
０
４
）

自
衛
官
採
用
試
験

【
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）】

受
験
資
格　

18
歳
～
27
歳
未
満
の

男
子

受
付
期
間　

11
月
７
日
㈫
～
27
日

㈪試
験
日　

12
月
２
日
㈯

試
験
場
所　

健
軍
駐
屯
地
（
熊
本

募
　
集

催
　
し

　12 月上旬に、市内在住の対象者の皆さんに案内のはがきを郵
送します。
期 日　平成 30 年１月３日㈬
時 間　受付：午前 10 時 30 分～、開式：午前 11 時
場　所　カルチャーパレス
対象者　平成９年４月２日～平成 10 年４月１日生まれの方  
※市内に住民登録がない方も市内出身
　であれば出席できます。当日会場へ
　直接お越しください。
※保護者の皆さんには２階席を用意し
　ます。
問合せ　市社会教育課生涯学習係
　　　　（☎２２－２１１１　内線５２
　　　　３６)

平成 29 年度 成人式のご案内

　

公
益
社
団
法
人
熊
本
県
看
護
協

会
で
は
、
医
療
や
介
護
、
福
祉

に
関
す
る
活
動
を
、
住
民
や
医

師
、
訪
問
看
護
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

み
ん
な
で
守
ろ
う

飼
い
主
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

　

ペ
ッ
ト
の
飼
い
主
に
な
る
こ
と

は
、
ペ
ッ
ト
の
命
に
責
任
を
持
つ

と
い
う
こ
と
で
す
。「
ペ
ッ
ト
が

迷
子
に
な
ら
な
い
よ
う
に
首
輪
や

迷
子
札
を
着
け
る
」「
病
気
の
予

11
月
11
日
～
17
日
は

税
を
考
え
る
週
間
で
す

　

11
月
11
日
㈯
～
17
日
㈮
の
１
週

間
は
「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す
。

国
民
生
活
に
深
い
関
わ
り
を
持
つ

税
の
意
義（
必
要
性
）や
役
割（
使

途
）
を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る

こ
と
で
、
国
民
の
皆
さ
ん
の
税
に

対
す
る
理
解
を
よ
り
深
め
て
も
ら

う
こ
と
が
目
的
で
す
。

第
77
回
科
学
展

　

県
立
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
県

内
の
子
ど
も
た
ち
５
万
人
以
上
が

取
り
組
ん
だ
科
学
研
究
物
の
中
か

ら
、
選
出
さ
れ
た
約
１
２
０
点
を

展
示
す
る
科
学
展
を
開
催
し
ま

す
。
展
示
期
間
中
の
土
・
日
曜
は
、

体
験
型
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
。
11
月

４
日
㈯
は
く
ま
モ
ン
が
登
場
し
ま

す
。
家
族
で
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

ジ
ャ
ー
、
保
健
師
が
発
表
し
、
理

解
を
深
め
て
今
後
ど
う
つ
な
が
る

か
を
考
え
る
「
看
護
が
つ
な
ぐ
地

域
包
括
ケ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
人

吉
・
球
磨
」
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

11
月
26
日
㈰

時
間　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

対
象　

一
般
住
民
、
医
療
や
介
護

な
ど
の
関
係
者

参
加
料　

無
料

問
合
せ　

公
益
社
団
法
人
熊
本
県

看
護
協
会
（
☎
０
９
６
‐
３
６
９

‐
３
２
０
３
）

い
。

期
日　

11
月
４
日
㈯
～
12
日
㈰

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
12
日
は
～
午
後
３
時
）

場
所　

熊
本
市
環
境
総
合
セ
ン

タ
ー
（
熊
本
市
東
区
画え
ず
ま
ち

図
町
所と

こ
ろ
じ
ま島

４
０
４
‐
１
）

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

県
立
教
育
セ
ン
タ
ー
理

科
研
修
室
（
☎
０
９
６
８
‐
44
‐

６
６
１
３
）

犬
の
し
つ
け
教
室

　

愛
犬
の
問
題
行
動
に
困
っ
て
い

ま
せ
ん
か
？ 

プ
ロ
の
訓
練
士
か

ら
し
つ
け
方
の
こ
つ
を
学
ん
で
愛

犬
ラ
イ
フ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

当
日
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日　

11
月
19
日
㈰

時
間　

午
前
10
時
～
正
午

場
所　

中
川
原
公
園

駐
車
場　

中
川
原
公
園

講
師　

人
吉
警
察
犬
訓
練
所　

開

田 

宏ひ
ろ
しさ

ん

参
加
費　

無
料

※
雨
天
決
行

問
合
せ　

球
磨
郡
相
良
村
保
健
福

祉
課
（
☎
35
‐
１
０
３
２
）

第
46
回
特
別
合
同
講
演
会

期
日　

11
月
29
日
㈬

時
間　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

演
題　
「
歴
史
に
学
び
、
未
来
を

読
む
」

講
師　

歴
史
家
・
作
家　

加か

く来 

耕こ
う
ぞ
う三
さ
ん

入
場
料　

無
料
（
人
吉
商
工
会
議

所
で
配
布
し
て
い
る
整
理
券
が
必

要
で
す
）

問
合
せ　

人
吉
商
工
会
議
所
（
☎

22
‐
３
１
０
１
）

集
合
場
所　

市
役
所
西
間
別
館

見
学
場
所　

航
空
自
衛
隊
新
田
原

基
地
（
宮
崎
県
児こ

ゆ湯
郡
）

対
象
者　

人
吉
市
民
で
自
衛
隊
協

力
会
員
の
方

定
員　

45
人
（
先
着
順
）

参
加
料　

１
８
０
０
円
※
会
員
以

外
は
別
に
年
会
費
２
０
０
円
が
必

要
で
す
。

申
込
・
問
合
せ　

市
自
衛
隊
協
力

会
事
務
局
（
市
防
災
安
全
課
内
）

営
む
方

対
象
者　

建
設
業
の
現
場
で
働
く

方掛
け
金　

日
額
３
１
０
円

問
合
せ　

建
設
業
退
職
金
共
済
事

業
本
部 

熊
本
支
部
（
☎
０
９
６
‐

３
６
６
‐
５
１
１
１
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.

kentaikyo.taisyokukin.go.jp/

市
東
区
東
町
１
‐
１
‐
１
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力

本
部
人
吉
地
域
事
務
所
（
☎
22
‐

４
７
０
４
）

防
を
行
う
」「
飼
っ
て
い
る
動
物

が
増
え
す
ぎ
て
周
り
に
迷
惑
を
掛

け
な
い
よ
う
に
避
妊
・
去
勢
手
術

を
す
る
」「
ペ
ッ
ト
の
鳴
き
声
や

臭
い
、
排
泄せ
つ

物
な
ど
、
日
頃
か
ら

周
囲
の
方
へ
の
配
慮
を
心
掛
け

る
」
な
ど
、
ペ
ッ
ト
が
地
域
の
方

に
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
飼
い
主

の
責
任
を
果
た
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

県
健
康
危
機
管
理

課　
（
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐

２
２
４
８
）

　

こ
と
し
の
テ
ー
マ
は
「
く
ら
し

を
支
え
る
税
」。
国
税
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
「
く
ら
し
を
支
え
る

税
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
特
設
ペ
ー

ジ
を
設
け
、
国
税
庁
の
各
種
取
り

組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
こ

の
機
会
に
身
近
な
税
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

市
税
務
課
諸
税
係

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https:
//w

w
w

.nta.go.jp

申
込
期
限　

11
月
24
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

市
自
衛
隊
協
力

会
事
務
局
（
市
防
災
安
全
課
内
）
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11
月
の
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

１
㈬
広
報
配
布

２
㈭

３
㈮
文
化
の
日
、
第
71
回
犬
童
球
渓
顕
彰

音
楽
祭(

CP
）

４
㈯
第
44
回
人
吉
文
化
祭(

CP
・
石
野
公

園
、
～
５
日
）

５
㈰
ペ
タ
ン
ク
大
会(

SP
）

６
㈪
ひ
と
よ
し
未
来
カ
フ
ェ(

蓑
野
町
公

民
館
）

７
㈫

８
㈬

９
㈭
ひ
と
よ
し
未
来
カ
フ
ェ(

北
願
成
寺

町
公
民
館
）

10
㈮

11
㈯
第
68
回
ひ
と
よ
し
産
業
祭
（
ふ
る
さ

と
歴
史
の
広
場
、
～
12
日
、
秋
の

石
野
公
園
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

(

石
野
公
園
）

12
㈰
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー(

東
西
コ
ミ
セ

ン
）

13
㈪

14
㈫

15
㈬
広
報
配
布

16
㈭

17
㈮
ひ
と
よ
し
未
来
カ
フ
ェ(

東
間
コ
ミ

セ
ン
）

18
㈯
部
落
解
放
第
30
回
熊
本
県
研
究
集
会

（
SP
、
～
19
日
）

19
㈰

20
㈪

21
㈫

22
㈬

23
㈭
勤
労
感
謝
の
日

24
㈮

25
㈯

26
㈰

27
㈪

28
㈫

29
㈬

30
㈭

人
吉
市
健
康
推
進
委
員
会

健
康
講
座

　

市
健
康
推
進
員
会
で
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
向
け
た
健
康
講
座
を

実
施
し
ま
す
。

　

正
し
い
姿
勢
や
バ
ラ
ン
ス
を

保
っ
て
健
康
を
保
持
増
進
す
る
こ

と
に
つ
な
げ
る
運
動
を
学
び
ま

す
。

期
日　

11
月
17
日
㈮

時
間　

午
後
２
時
～
（
受
け
付
け

は
午
後
１
時
30
分
～
）

場
所　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
体
育
館

（
旧
人
吉
高
等
看
護
専
門
学
校
）

テ
ー
マ　
「
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整

え
る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」

講
師　

健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
応
援
所

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
の

無
料
巡
回
相
談

内
容　

市
内
の
委
託
相
談
支
援
事

業
所
の
相
談
員
が
、
身
体
・
知
的
・

精
神
な
ど
あ
ら
ゆ
る
障
が
い
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
ま
す

期
日　

11
月
24
日
㈮

受
付　

午
後
２
時
～
４
時

場
所　

市
役
所
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ

ス
仮
本
庁
舎
１
階
会
議
室

※
秘
密
は
必
ず
守
り
ま
す
。
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

市
福
祉
課
障
が

い
者
支
援
係 相

　
談

中
小
企
業
者
の
た
め
の
研
修
会

講
　
座

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
講
座
」
で

子
育
て
力
ア
ッ
プ
！

　

子
育
て
中
の
家
族
の
た
め
の
講

座
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
！

期
日　

11
月
12
日
㈰

時
間　

午
前
10
時
～
正
午

場
所　

ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
九

ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
（
九
日
町
16
）

テ
ー
マ　

子
育
て
を
も
っ
と
楽
し

く
す
る
た
め
に

講
師　

椎し
い
ば葉　

浩こ
う
た
ろ
う

太
郎
さ
ん

対
象
者　

０
～
５
歳
児
の
乳
幼
児

を
持
つ
ご
家
族

定
員　

10
組
程
度
（
要
予
約
）

申
込
・
問
合
せ　

ほ
っ
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
（
☎
32

‐
９
５
６
６
）

　

中
小
企
業
大
学
校
人
吉
校
で

は
、
中
小
企
業
者
に
向
け
た
研
修

会
を
開
催
し
ま
す
。

【
生
産
計
画
改
善
と
リ
ー
ド
タ
イ

ム
短
縮
の
進
め
方
】

内
容　

工
場
の
生
産
性
・
収
益
性

向
上
を
目
指
し
、
生
産
計
画
（
生

産
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
）・
手
配
・
生

産
統
制(

進し
ん
ち
ょ
く捗
管
理)

や
、
リ
ー

ド
タ
イ
ム
短
縮
を
実
現
す
る
た
め

の
着
眼
点
や
手
法
の
理
解
・
習
得

期
日　

12
月
４
日
㈪
～
６
日
㈬

対
象　

製
造
部
門
の
管
理
者
、
新

任
管
理
者
、
リ
ー
ダ
ー

受
講
料　

３
万
１
千
円

【
新
市
場
開
拓
の
た
め
の
戦
略
づ

く
り
】

内
容　

既
存
事
業
を
生
か
し
つ
つ

新
た
な
市
場
や
顧
客
を
見
つ
け
る

方
法
を
紹
介
し
、
自
社
の
戦
略
づ

く
り
に
つ
な
が
る
ポ
イ
ン
ト
を
事

例
や
演
習
を
交
え
て
習
得

期
日　

12
月
７
日
㈭
～
８
日
㈮

対
象　

経
営
者
（
後
継
者
）、
経

営
幹
部
、企
画
・
営
業
部
門
の
リ
ー

ダ
ー
、
新
市
場
開
拓
に
興
味
の
あ

る
方

受
講
料　

２
万
５
千
円

【
２
研
修
共
通
】

場
所　

中
小
企
業
大
学
校
人
吉
校

（
鬼
木
町
１
７
６
９
‐
１
）

定
員　

30
人
※
先
着
順

申
込
方
法　

中
小
企
業
大
学
校
人

吉
校
に
あ
る
申
込
書
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
同
校
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み
も
で
き
ま

す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

中
小
企
業
大
学

校
人
吉
校
（
☎
23
‐
６
８
５
１
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.

sm
rj.go.jp/inst/hitoyoshi/

index.htm
l

代
表　

中な
か
は
ま濱 

幸ゆ
き
ひ
ろ浩
さ
ん

参
加
料　

無
料

申
込
期
限　

11
月
９
日
㈭

※
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
と
飲
み
物
、

タ
オ
ル
、
バ
ス
タ
オ
ル
や
マ
ッ
ト

な
ど
下
に
敷
く
も
の
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

市
保
健
セ
ン

タ
ー
健
康
増
進
係

♬

平成 29 年度 水生生物調査結果報告
　人吉市環境基本計画に基づく環境教育の一環として、市内６つの小学校の児童たちがことし５～９月に市内に流
れる川の水生生物調査を実施しました。川に生息する水生生物を調査し、身近な川の水環境を学ぶことが目的です。
　調査の結果、市内を流れる６つの川は、最も評価の高い「快適な水環境」ということが分かりました。市民の皆
さんも身近な河川に関心を持ち、市民みんなできれいな自然環境を維持しましょう。

【問合せ】　市環境課環境衛生係（☎２２−２１１１  内線２７１２）

 ９/25　人吉西小４年生　山田川

 ９/11　大畑小４～６年生　鳩胸川

 ５/26　人吉東小５年生　球磨川

 ９/14　西瀬小５年生　永野川

 ７/18　中原小５年生　万江川

 ６/１　東間小５年生　胸川

▲それぞれグループに分かれて調査開始！

▲学校支援ボランティアの方々にも協力してもらい調査

▲採取した水生生物を種類ごとに分ける児童たち

▲川底の石などに隠れている水生生物を児童たちが採取する

▲道具を使って川の水が汚れているか確認

▲児童たちは学校近くの川に入って水生生物調査を実施した

市内小学生の児童たちが市内に流れる川の環境調査を実施しました！
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身近な環境美化や地球温暖化対策について、皆さんに耳寄りな情報をお届けします。 　

【
一
般
向
け
】

【
児
童
向
け
】

新刊案内

今月の紹介者

人吉のリーダーの皆さんが
おすすめの本を紹介します。

はい、こちら

消費生活
センター

です

人吉市消費生活センター
☎２２– ２１１１  内線 1215・1216

Consumption life center

困ったときは、市消費生活センター（市役所西間別館敷地内プレハブ　☎２２－２１１１  内線１２１５・１２１６）
または「消費者ホットライン」（☎１８８）に相談してください。

　

市
消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談

は
無
料
で
す
。
秘
密
は
必
ず
守
り

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
不
用
品
を
買
い
取
る
と
言
う
の
で

家
に
来
て
も
ら
っ
た
ら
強
引
に
貴
金

属
を
買
い
取
ら
れ
た
」
な
ど
、
訪
問

購
入
（
い
わ
ゆ
る
「
押
し
買
い
」）
に

関
す
る
相
談
が
全
国
の
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
60
歳
以
上
の
高
齢
者
の
相
談

が
約
７
割
を
占
め
、
終
活
で
ま
と
め

て
不
用
品
（
食
器
や
衣
服
な
ど
）
を

処
分
す
る
時
に
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
う

ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
ま
す
。

こ
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い
ま
す

①
悪
質
な
勧
誘

・
突
然
訪
問
し
て
強
引
に
買
い
取
り

　

の
勧
誘
。
断
っ
て
も
帰
ら
な
い
。

・
電
話
で
は
「
着
物
を
買
う
」
と
い

　

う
話
だ
っ
た
が
、
実
際
は
「
指
輪

　

を
売
っ
て
く
れ
」
と
言
わ
れ
た
。

②
契
約
内
容
や
事
業
者
の
連
絡
先
が

分
か
ら
な
い

・
売
っ
た
も
の
を
返
し
て
ほ
し
い
が

　

連
絡
先
が
分
ら
な
い
。

・
何
を
買
い
取
ら
れ
た
か
記
憶
が
曖

　

昧
で
、
事
業
者
と
交
渉
し
に
く
い
。

③
一
度
引
き
渡
す
と
、
原
状
回
復
は

難
し
い

・
売
っ
た
貴
金
属
を
返
し
て
も
ら
お

　

う
と
思
っ
た
ら
、「
も
う
溶
か
し
た
」

　
「
ほ
か
の
人
に
売
り
渡
し
た
」
な
ど

　

と
言
わ
れ
た
。

④
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
な
い

・
契
約
後
す
ぐ
に
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

　

フ
を
申
し
込
ん
だ
が
、「
買
い
取
り

　

の
場
合
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が

　

で
き
な
い
」「
キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
掛

　

か
る
」
と
言
わ
れ
た
。

訪
問
購
入
に
は
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す

①
不ふ
し
ょ
う
せ
い

招
請
勧
誘
の
禁
止

・
事
業
者
は
突
然
訪
問
し
て
勧
誘
す

　

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
前
も
っ
て

　

電
話
な
ど
で
連
絡
し
、
訪
問
の
承

　

諾
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
事
業
者
は
、
事
前
に
消
費
者
が
承

　

諾
し
た
買
い
取
り
対
象
以
外
の
物

　

品
の
売
却
は
求
め
ら
れ
な
い
。

②
書
面
交
付
の
義
務

　

取
引
す
る
場
合
は
事
業
者
の
連
絡

先
や
物
品
の
種
類
、
購
入
価
格
、
引

訪
問
購
入
の
契
約
は
慎
重
に

き
渡
し
の
拒
絶
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
制
度
な
ど
を
記
載
し
た
書
面
を
事

業
者
が
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
引
き
渡
し
の
拒
絶
が
可
能

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
中
（
書

面
交
付
か
ら
８
日
以
内
）
は
物
品
の

引
き
渡
し
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
。

④
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
可
能

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
で
、
書

面
を
受
け
取
っ
て
か
ら
８
日
間
は
無

条
件
で
契
約
の
解
除
が
可
能
。
そ
の

間
に
事
業
者
が
物
品
を
第
三
者
に
引

き
渡
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
消
費
者

に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

※
自
動
車
や
家
具
、
大
型
家
電
、
本
、

有
価
証
券
な
ど
規
制
対
象
外
の
物
品

も
あ
り
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
ア
ド
バ
イ
ス

●
突
然
の
訪
問
・
勧
誘
は
で
き
な
い

　

の
で
、
突
然
訪
問
し
て
き
た
事
業

　

者
は
家
に
入
れ
な
い
。

●
事
前
に
承
諾
し
た
買
い
取
り
対
象

　

以
外
の
物
品
の
売
却
を
求
め
ら
れ

　

た
ら
き
っ
ぱ
り
断
る
。

●
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
中
は
ト

　

ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
一
つ
の
方
法
と
し

　

て
物
品
を
引
き
渡
さ
な
い
。

熊
本
県
内
８
士
業
に
よ
る

「
無
料
合
同
相
談
会
」

　

県
内
の
８
士
業
（
弁
護
士
、
司

法
書
士
、
税
理
士
、
行
政
書
士
、

社
会
保
険
労
務
士
、
土
地
家
屋
調

査
士
、
不
動
産
鑑
定
士
、
公
認
会

計
士
）
合
同
の
相
談
会
で
す
。

　

日
常
生
活
で
の
あ
ら
ゆ
る
問

題
・
不
安
に
現
役
８
士
業
の
専
門

家
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

予
約
・
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

期
日　

11
月
25
日
㈯

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ

レ
ア
９
階
会
議
室
（
熊
本
市
中
央

区
手
取
本
町
８
番
９
号
）

電
話
で
の
相
談　

☎
０
９
６
‐

３
５
２
‐
３
７
３
７

問
合
せ　

熊
本
県
専
門
士
業
団

体
連
絡
協
議
会
（
日
本
公
認
会

計
士
協
会
南
九
州
会
熊
本
県
部

会
内　

☎
０
９
６
‐
２
７
７
‐

９
８
３
３
）

日野原 重
しげあき

明著

生きていくあなたへ

宮西 達也著

ヒヒヒヒヒ
うまそう

　人口減少社会が現実のもの
となり企業経営も行政運営も
環境の変化が激しくなってい
ます。困難な時代はさまざま
なアイデアや知恵を絞り戦術
に走りがちですが、まずは戦
略を立ててから進めることが
重要だと思います。
　この本は戦略を立てるため
の解説書であり実務で活用し
やすく辞書的に使っています。

実践
マーケティング

戦略

11月の休館日
６日、13日、20日、27日

場　所：カルチャーパレス内
開館日：火～日曜、祝日
開館時間：午前９時～午後５時
休館日：月曜日（祝日に当たる場合はその翌日）

　
「
私
が
言
葉
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
て
き
た
よ
う
に
、
迷
い
傷

つ
い
た
あ
な
た
の
心
へ
、
私
の

言
葉
が
届
く
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
…
…
」。

　

１
０
５
歳
の
医
師
・
日
野
原

重
明
さ
ん
が
、
死
の
直
前
ま
で

語
っ
た
希
望
と
感
謝
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
。
生
前
に
書
き
た
め
て

い
た
言
葉
も
収
録
。生
涯
現
役
、

最
期
の
一
冊
で
す
。

　

テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
が
拾
っ

た
卵
か
ら
、
双
子
の
ト
リ
ケ
ラ

ト
プ
ス
の
女
の
子
が
産
ま
れ
ま

し
た
。「
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
う
ま
そ

う
」
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
が
食

べ
よ
う
と
し
て
も
、
二
人
は
け

ん
か
ば
か
り
し
て
…
…
。
家
族

の
温
か
さ
、
大
切
さ
、
親
子
の

愛
情
を
描
く
物
語
。
ほ
っ
こ
り

温
か
い
気
持
ち
に
満
た
さ
れ
ま

す
。

●エコクッキングでおいしい料理を作りましょう！
　下ごしらえや手順を工夫し、加熱時間を短くするのがエ
コクッキング。無駄をなくせば、光熱水費の節約と家事の
時短につながります。
・食材は熱を通しやすいように薄く、小さく切る
・野菜の下ゆでは時短できる電子レンジを活用する
・米を炊くときに食材も入れて炊飯器で一緒に加熱する

第 18 回

鳥
とりごえ

越 英
ひ で お

夫さん

下ごしらえする食材が少量の場合は
電子レンジを活用しましょう

佐藤 義
よしのり

典著

鳥越商店　代表社員
人吉温泉観光協会専務理事
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Mayor ' s  Diary

人吉の食材を使った人吉の伝統食の作り方を紹介します。

Vol.29

作り方

⑱

保健センター子育て通信

問 すくすく子育てセンター
     (市保健センター母子保健係 ☎２４−８４２０)

問 人吉球磨日本遺産活用協議会
　 （市歴史文化課内　☎２２－２３２４)
ホームページ　http://hitoyoshi-kuma-heritage.jp/

ふ
る
さ
と
の
食
指
南
書
作
成
委
員
会 

会
長
　
山
上 

日
出
世
さ
ん

人吉市長　松岡 隼人

相良の殿さまも入湯した人吉温泉
　戦国武将は、傷を癒やすために温泉を活
用したといわれ、名将・武田信玄も「信玄
の隠し湯」と言葉があるほど利用していた
ことが知られています。人吉藩でも、明応
元年（1492 年）に第 12 代相良為

ためつぐ

続の湯
治記録があります。為続は、全国争乱の世
に領域を拡大しましたが、その疲れを温泉
で癒したのかも知れません。
　当時は蒸し風呂で、蒸気を充満させた部
屋に入って汗をかき、かけ湯で流すという
ものでした。湯をためて漬かる「湯

ゆ あ

浴み」
は江戸時代から一般的になりましたが、為
続の入浴方法は分かっていません。
　明治 43 年に川野廉

きよし

さんが温泉町で温泉
を掘り、人吉温泉が球磨川沿いを中心に拡
がりました。「いいふろの日（11 月 26 日）」
に、歴史を感じながら人吉温泉で温まって
みませんか？

▲明治 43 年から続く人吉温泉発祥の温泉（旅館翠嵐楼内）

人吉温泉

新生児のお母さんに電話で子育て状況を確認しています
赤ちゃんのこと、自分のこと、何でも気軽に
相談してください
　「すくすく子育てセンター」では、出産したお母
さんの産後２週間目をめどに看護師が「新生児電話
相談」を行っています。電話でお母さんの悩みや困
りごとの相談に応じながら、悩みの解決に向けて一
緒に考えます。

　出産後は、新しい家族が増えてうれしい反面、多
くのお母さんは退院後一週間を過ぎた頃にいろいろ
な不安や心配が出てくると言われています。
例えば……。
・赤ちゃんが寝ないのはなぜだろう
・赤ちゃんがミルクや母乳を吐くのはなぜだろう
・うんちの回数や臭いは大丈夫なのか
・赤ちゃんがなぜ泣いているか分からなくなる
・おっぱいは足りているか心配になる　など

　子育てや体調面で気になることがあれば気軽に相
談ください。

すくすく子育てセンター  シンボルマーク

食卓メニューが豊富なカライモ料理

「大学イモ」

カライモ（大１個）／砂糖（大さじ２）／酢（小さじ１）／ゴマ
（少々）

▲表面カリカリの大学イモ（中央）とさまざまなカライモ料理

　素揚げは中まで火が通るように注
意してください。カライモの甘みを
考えて味付けするのがポイント。酢
を使うことでツヤが出ます。表面が
カリッと揚がった大学イモはおやつ
にぴったりですよ。
　カライモ料理はいきなり団子や天
ぷら、蒸しパン、カライモ飯、ねっ
たんぼなどもおすすめです！

材 料（各５人分）

①カライモは皮のまま 10個程度に乱切りする
②油を入れた鍋に、切ったカライモを入れ素揚げする
③素揚げ後は油を捨て、砂糖と酢を②にからめる
④鍋から取り上げる前にゴマを振り掛けて完成！

　

例
年
と
比
較
す
る
と
、
と
て
も
雨

の
多
い
10
月
で
し
た
。
校
区
運
動
会

や
イ
ベ
ン
ト
が
室
内
で
の
開
催
に
変

更
さ
れ
た
り
、
中
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
農
作
物

の
収
穫
期
と
ち
ょ
う
ど
重
な
り
、
ご

苦
労
さ
れ
た
方
も
お
ら
れ
る
か
と
思

い
ま
す
。
加
え
て
超
大
型
台
風
の

接
近
も
心
配
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

本
地
域
で
は
甚
大
な
被
害
も
な
く
、

ほ
っ
と
胸
を
な
で
お
ろ
し
ま
し
た
。

　

10
月
22
日
に
は
、
衆
議
院
議
員
選

挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
か
ら
期

日
前
投
票
の
場
所
が
市
役
所
西
間
別

館
か
ら
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
に
変
更

に
な
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
大
変

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。
期
日

前
投
票
を
含
め
、
前
回
の
衆
議
院
選

挙
時
よ
り
投
票
率
が
上
が
っ
て
お

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
関
心
の
高
さ

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
選
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
お
祝
い

を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ま
す

ま
す
ご
活
躍
を
い
た
だ
き
、
地
域
の

発
展
、
国
の
繁
栄
の
た
め
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

本
市
と
し
ま
し
て
も
、
国
や
県
と

一
体
と
な
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
ま
い

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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３歳までの子どもの写真募集中！
応募・問合せ　〒 868-8601
人吉市下城本町 1578 番地１
市企画課広報担当

（☎ 22–2111  内線 2222）
電子メール
kikaku@hitoyoshi.kumamoto.jp
↑はＱＲコードから読み取れます

連絡先を忘れずに

■ 

編
集
後
記 

■

　

広
報
ひ
と
よ
し
を
読
ん
だ
感
想

や
人
吉
へ
の
思
い
、
身
近
な
出
来

事
な
ど
を
書
い
て
お
送
り
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
下
記
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
当
た
り
ま
す
。
11
月
25
日
㈯
必

着
。

宛
先　

〒
８
６
８
‐
８
６
０
１　

人

吉
市
下
城
本
町
１
５
７
８
番
地
１ 

市
企
画
課
広
報
担
当

電
子
メ
ー
ル　

kikaku@
hitoyoshi.kum

am
oto.jp

※
住
所
、
氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

　おたよりコーナーにご応募いただいた方の中から抽選で、人吉市のふるさと納税返礼品にご協力いただいている
事業所から商品をプレゼントします。皆さんからのご応募お待ちしています！ 

人吉市ではふるさと納税の返礼品を多数そろえています。市外に住む家族や友人にぜひご紹介ください！
ふるさと納税の返礼品に出品いただける商品も募集しています。詳しくはお問い合わせください。
問合せ　市企画課シティプロモーション推進室（☎２２－２１１１  内線２２２２）

■ 次号 12 月１日号のおたよりコーナーのプレゼント ■

「繊月酒造株式会社」の限定川辺・葦
あしきた

分２本セット
　創業明治 36 年。創業当初から専属の杜氏を置き、その伝統と技
が受け継がれてきた繊月酒造株式会社から「限定川辺・葦分２本
セット」をお一人様にプレゼントします !!
　水質全国１位の清流・川辺川の澄み切った水とその流域・球磨
郡相良村産米を使用した、透き通るような味と香りの「限定川辺」。
葦北郡芦北町の大関米を使用し竹炭ろ過で磨き上げた「葦分」。ふ
るさと納税でも人気のセットをお楽しみください。
■問合せ　繊月酒造株式会社
　　　　　（新町１　☎２２－３２０７）

★
広
報
ひ
と
よ
し
10
月
１
日
号
に

あ
っ
た
市
役
所
麓
町
本
庁
舎
の
歴

史
に
、
昭
和
40
年
７
月
３
日
の
人

吉
大
水
害
の
記
録
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
水
害
で
は
、
市
内
の
商

店
街
は
ほ
と
ん
ど
全
部
水
浸
し
に

な
り
、
庁
舎
の
駐
車
場
も
膝
上
ま

で
水
が
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、

昭
和
47
年
７
月
６
日
は
胸
川
が
氾

濫
し
ま
し
た
。
私
の
家
（
東
間
小

近
く
）
も
床
上
90
㌢
で
し
た
。

　

昭
和
40
年
の
大
水
害
の
時
は
庁

舎
の
近
く
に
住
ん
で
い
て
、
近
く

の
人
が
子
ど
も
た
ち
を
背
負
っ
て

安
全
な
場
所
に
移
動
し
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
水
害
を
知
る
人
も

少
な
く
な
り
、
忘
れ
去
ら
れ
る
の

が
寂
し
い
で
す
。

　

災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
来

ま
す
。
ま
ず
自
分
の
身
は
自
分
で

守
る
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

　

長
年
に
わ
た
り
人
吉
の
発
展
を

見
届
け
て
い
た
だ
い
た
庁
舎
様
ご

苦
労
さ
ま
。

P.N
コ
ス
モ
ス
さ
ん
（
下
戸
越
町
）

●
広
報
ひ
と
よ
し
を
読
ん
で
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
指
摘
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
昭
和
40
年
の
水
害
で
は
、
死

者
２
人
、
住
家
流
出
全
壊
37
戸
な

ど
大
き
な
被
害
が
あ
っ
た
と
記
録

が
あ
り
ま
す
。
コ
ス
モ
ス
さ
ん
の

言
う
と
お
り
、
自
然
災
害
は
忘
れ

た
頃
に
や
っ
て
来
ま
す
。
過
去
の

災
害
を
振
り
返
り
、
も
し
も
の
た

め
に
日
頃
か
ら
避
難
所
の
確
認
や

食
料
品
の
備
蓄
な
ど
災
害
に
備
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

★
先
月
、
九
日
町
を
歩
い
て
い
た

ら
ビ
ル
の
窓
ガ
ラ
ス
に
あ
る
「
ｉア
イ

」

マ
ー
ク
の
ポ
ス
タ
ー
を
見
か
け
ま

し
た
。
英
語
と
日
本
語
で
「
お
気

軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
」
と

書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
昔
、
パ
リ

の
街
角
で
「
ｉ
」
マ
ー
ク
の
店
に

寄
り
、
道
案
内
を
し
て
も
ら
っ
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

人
吉
で
も
観
光
マ
ッ
プ
を
見
な

が
ら
歩
い
て
い
る
外
国
の
お
客
さ

ん
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
も
っ
と

「
ｉ
」
マ
ー
ク
の
ポ
ス
タ
ー
を
出

す
と
こ
ろ
が
増
え
る
と
お
客
さ
ん

に
喜
ば
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？

P.N
吉
ち
ゃ
ん
さ
ん
（
下
青
井
町
）

●
お
た
よ
り
と
一
緒
に
写
真
を
お

送
り
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
最
近
は
、
人
吉
の
街
中

を
歩
く
外
国
人
観
光
客
の
皆
さ
ん

を
よ
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ｉ
マ
ー
ク
が
あ
れ
ば
、
誰

で
も
気
軽
に
安
心
し
て
観
光
が

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の

マ
ー
ク
が
市
内
に
も
っ
と
広
が
っ

て
い
け
ば
い
い
で
す
ね
。

皆
さ
ん
は
お
く
ん
ち
祭

に
行
き
ま
し
た
か
？ 

こ
と
し
は
祭
り
メ
ー
ン
の
神

幸
式
が
祝
日
開
催
だ
っ
た
か

ら
か
、
こ
こ
数
年
で
は
沿
道

の
お
客
さ
ん
が
一
番
多
か
っ

た
と
感
じ
ま
し
た
。

　

家
族
も
沿
道
に
来
て
い

て
、
こ
と
し
生
ま
れ
た
お

い
っ
子
が
獅
子
に
噛
ま
れ
る

写
真
を
撮
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
泣
か
ず
に
獅
子
の
中

の
人
と
に
ら
め
っ
こ
し
て
い

た
お
い
っ
子
。
き
っ
と
強
い

子
に
育
つ
は
ず
♪
（
渡
邊
）

▲

市
内
店
舗
の
窓
ガ
ラ
ス
に

貼
っ
て
あ
る
「
ｉ
マ
ー
ク
」

お
く
ん
ち
祭
を
皮
切
り

に
各
地
で
例
大
祭
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
縁
あ
っ

て
地
域
の
神
社
の
例
大
祭
に

初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
雨

の
た
め
み
こ
し
は
中
止
と
な

り
ま
し
た
が
、
厳
か
な
神
事

と
球
磨
神
楽
を
見
学
し
、
最

後
に
赤
飯
と
つ
ぼ
ん
汁
を
お

い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

祭
り
に
は
地
域
の
伝
統
文

化
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
瞬

間
が
数
多
く
あ
る
こ
と
を
改

め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。（
山
本
）

ママ、大好き～♡じぃじ、ばぁば、いつ
も遊んでくれてありが
とう

新高とボク、どっちが
大きいかな !?

吉
よしはら

原 碧
あ お と

杜ちゃん 中
な か ね

根 巧
た く と

翔ちゃん 片
かたやま

山 來
ら い と

人ちゃん
２歳（下薩摩瀬町）２歳（寺町）   ８カ月（下原田町瓜生田）
平成26年12月１日生　平成26年11月10日生 平成29年２月５日生

隆之パパ・梨絵ママ敬彦パパ・友佳子ママ 秀幸パパ・麻莉絵ママ

　

10
月
に
青
井
阿
蘇
神
社
で
行
わ

れ
た
「
お
く
ん
ち
祭
」
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
お
く
ん
ち
祭
は
、
10

月
９
日
の
「
神
幸
式
」
を
メ
ー
ン

に
３
日
か
ら
11
日
ま
で
行
わ
れ
、

祭
り
初
日
の
３
日
は
、
火
災
の
災

い
が
な
い
よ
う
に
祈
願
す
る
鎮
火

祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

　

８
日
は
、
国
指
定
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
の
「
球
磨
神
楽
」
が
午

後
５
時
30
分
か
ら
約
４
時
間
に
わ

た
り
神
楽
殿
で
奉
納
さ
れ
、
拝
殿

前
で
は
「
大
人
み
こ
し
入
魂
式
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
神
社
の
方

に
聞
く
と
、
球
磨
神
楽
の
舞
は
一

人
～
四
人
舞
で
、
現
在
は
十
七
番

ま
で
し
か
伝
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん

が
昔
は
三
十
三
番
ま
で
あ
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

球
磨
神
楽
は
人
吉
球
磨
地
域

の
各
神
社
例
大
祭
で
舞
わ
れ
る
ほ

か
、
豊
作
祈
願
や
悪
鬼
退
散
、
病

気
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
災
い
を
取

り
除
く
た
め
や
、
諸
願
成
就
の
祈

願
神
楽
と
し
て
数
百
年
に
わ
た
り

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
平
成
29

年
度
か
ら
活
動
を
開
始
し
た
「
人

吉
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
隊
員

の
日
々
の
活
動
を
お
届
け
し
て
い

き
ま
す
。

代
々
神
職
の
間
で
伝
承
・
継
承

さ
れ
て
き
た
そ
う
で
す
。
球
磨
神

楽
奉
納
は
こ
の
地
域
独
特
の
も
の

で
、
長
い
歴
史
の
中
で
育
ま
れ
て

き
た
伝
統
文
化
や
し
き
た
り
が
今

も
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

９
日
は
お
く
ん
ち
祭
の
メ
ー
ン

「
神
幸
式
」
が
行
わ
れ
、
午
前
９

時
30
分
か
ら
祭
典
奉
仕
者
や
行
列

供ぐ

ぶ
奉
者
の
お
清
め
と
神
幸
道
中
の

安
全
を
祈
る
発は
つ
れ
ん
さ
い

輦
祭
が
執
り
行
わ

れ
、
午
前
10
時
30
分
に
神
幸
行
列

が
神
社
を
出
発
し
ま
し
た
。

　

無
病
息
災
を
願
い
、
子
ど
も
の

頭
を
獅
子
に
噛
ん
で
も
ら
う
と
い

う
風
習
は
昔
か
ら
変
わ
ら
ず
今
も

受
け
継
が
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

神
秘
的
な
空
気
や
こ
の
地
域
の

伝
統
文
化
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
祭
り
で
し
た
。

人吉市地域おこし協力隊

隊員　今
いまおか

岡  千
ち あ き

晶

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で

情
報
発
信
中
で
す
♬

▲QＲコード
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ステージプログラム

□市農業振興課
　（☎２２－２１１１  内線 ５１１１）
□人吉商工会議所（☎２２－３１０１）
□ＪＡくま下球磨営農センター
　（☎２８－３０６０）

市農市農業
問合せ

10:00 開会式典（テープカット）
10:20 人吉よさこい 銀翔会
10:35 人吉シニアいきいき講座

（舞踊・三味線・社交ダンス）
11:20 人吉笑福会
11:30 NOA DANCE STUDIO

（ストリートダンス）
11:55 景品付きもちなげ（小学生以下）
12:00 出店紹介
13:00 人吉球磨の六調子保存会
13:10 たけのダンススタジオ

（キラキラ人吉）
13:20 津軽三味線 清流会
13:40 琉球舞踊愛好会
14:00 景品付きもちなげ（中学生以上）
14:10 人吉ねぶか太鼓
14:40 ＪＡ女性部踊り
15:10 人吉高校吹奏楽部
15:55 幸福もちなげ

11 日（土）
10:00 農産物品評会表彰
10:20 木工関係表彰

（第 50回人吉球磨建築木工まつり）
10:40 キッズ・ジュニア

（キッズエアロビック）
11:05 中山流芳保会・龍美会（舞踊）共同
11:30 セレソ・ローサ（ラテンダンス）
11:55 景品付きもちなげ（小学生以下）
12:00 出店紹介
13:30 エナジーブレス（エアロビクス）
14:00 イワタアキラお笑いショー

（第二中出身）
14:20 景品付きもちなげ（中学生以上）
14:30 人吉・鶴田町ひよっとこ楽笑会
14:45 ＪＡ女性部踊り
15:15 Dance studio Rea LiZe

（ストリートダンス）
15:40 農産物品評会出品物即売会
15:50 幸福もちなげ
16:00 閉会

12 日（日）

会場内の催しもの
●農産物品評会・販売
●ＪＡコーナー  
●物産・食コーナー
●展示・バザーコーナー
●地域産業・ロボットコーナー
●静岡県牧之原市物産販売
●共同募金コーナー

駐車場
①市役所西間別館　④保健所
②球磨地域振興局　⑤裁判所
③税務署　　　　　⑥モナコパレス東間店

※①・⑥からはシャトルバスが会場まで無料
　運行します。②の駐車場は①のシャトルバ
　スを利用してください。

●苗木配布（両日11：00～、林業フェア会場
　内、サツキツツジを１日100本）
　※緑の募金をいただいた方

〒

なげ

林業フェア
（同日開催）

キッズ広場で
木のプールな

ど木と

触れ合える遊
具がたくさん

！

家族で遊びに
きてね♬　

～♬
　
～♪
　

同

笑 顔 を つ な ぐ 広 報 紙 広報ひとよし
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特集　平成28年度普通会計の決算報告

人吉市の財政事情

第64回  人吉球磨総合美展
平成29年度  人吉市金婚夫婦表彰

お
く
ん
ち
祭
フ
ォ
ト
リ
ポ
ー
ト

胸
が
高
鳴
る
、
お
祭
り
の
朝
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